
□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

所管室課 事業名 所管室課 事業名

一般財源の
比率（％）

□
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

決算額
　(千円)

所管
室課

事業名

※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

□
市民ニーズ、
社会的役割

※課題があるものは■

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

自治会は、日頃から暮らしやすい地域社会を築き、発
災時においては円滑な情報共有を行う等、地域活動の
要となっている組織であるため、支援に対する市民ニー
ズがある。しかし、ライフスタイルの多様化により自治会
以外のコミュニティが多く存在しており、自治会活動に
関心を示さない市民も増えている。自治会情報の積極
的な発信を進め、自治会の有用性をアピールすること
が課題となっている。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

引き続き、効果的に
補助金を活用し、加
入促進を含む自治会
活動支援を行う。

所管
室課

事業名

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

一般財源の
比率（％）

51.1 100.0 100.0 ■
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

自治会活動関係、コミュニティ助成金交付（本年度該当なし）

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

（１）自治会活動補助金交付事業
・地域住民の自治活動を支援し、住民相互の親睦と相互扶助の向上を図ることを目的とした補
助金を地区連合自治会に対して交付するもの。
・令和４年度交付額・・・11,611.117円（34団体）
（２）自治会集会施設整備等事業補助金交付事業
・良好な地域コミュニティの維持形成のため、活動拠点である集会施設の整備等に補助金を交
付するもの。
・令和４年度交付額・・・2,626,000円（12団体）
（３）自治会加入促進等活動補助金交付事業
・自治会の加入促進等の活動を支援するため、お祭り等の行事の実施について補助金を交付す
るもの。
・令和４年度交付額・・・125,703円（7団体）
（４）コミュニティ助成金
・地域のコミュニティ活動の充実・強化を図ることにより、地域社会の健全な発展と住民福祉
の向上に寄与するもの。
・令和４年度、不採択。

決算額
　(千円)

事業概要

管理事業 コミュニティ活動支援事業 所管部局 市民部

1
所管
室課

市民自治推進室 事業名 コミュニティ活動支援事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和４年度

施策コード 123 施策 コミュニティ活動への支援

28,442 18,557 14,596
※課題があるものは■
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□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□ 有効性

■ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

管理事業 コミュニティ施設事業 所管部局 市民部

1
所管
室課

市民自治推進室 事業名 地区集会所管理事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和４年度

施策コード 123 施策 コミュニティ活動への支援

5,877 4,697 5,028
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

100.0 100.0 100.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

地区集会所管理

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

（１）吹田市岸二地区集会所の利用件数及び利用人数
令和４年度…454件・6,051人、令和３年度…414件・5,559人、令和２年度…276件・3,863人

（２）吹田市北山田地区集会所の利用件数及び利用人数
令和４年度…1,057件・13,980人、令和３年度…663件・8,714人、令和２年度…381件・4,893人

廃園となった幼稚園跡を、地区集会所として地域住民へ開放した。管理運営については、地域
住民で組織された地区集会所運営委員会へ委託した。

決算額
　(千円)

事業概要

竹見台多目的施設管理

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

（１）吹田市立竹見台多目的施設の利用件数及び利用人数
令和４年度…698件・10,862人、令和３年度…561件・9,958人、令和２年度…357件・7,537人

吹田市立南竹見台小学校跡を、吹田市立竹見台多目的施設として地域住民へ開放した。管理運
営については、地域住民で組織された吹田市立竹見台多目的施設運営委員会へ委託した。

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

新型コロナウイルス感染症に対する感染防止対策を行
いながら開館したことで、利用件数及び利用者数は回
復傾向にあるが、施設の老朽化に伴い維持補修費が
増加していることから、計画的な修繕等により経費の縮
減を図るとともに、利用促進により事業効果を高めてい
くことが課題である。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

施設の利用促進に努
める。

2
所管
室課

市民自治推進室 事業名 竹見台多目的施設管理事業

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

新型コロナウイルス感染症に対する感染防止対策を行
いながら開館したことで、利用件数及び利用者数は回
復傾向にあるが、施設の老朽化に伴い維持補修費が
増加していることから、計画的な修繕等により経費の縮
減を図るとともに、利用促進により事業効果を高めてい
くことが課題である。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

施設の利用促進に努
める。

3
所管
室課

市民自治推進室 事業名 市民センター管理事業

15,230 13,689 14,711
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

100.0 100.0 100.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

157,729 136,019 179,846
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

84.8 75.4 71.6 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

市民センター管理（指定管理者施設管理）

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

（１）吹田市立千里市民センター大ホールの利用人数及び利用件数
令和４年度…452件・37,828人、令和３年度…198件・29,122人、令和２年度…234件・8,415人

吹田市立千里市民センター大ホールの管理運営を行い、市民相互の交流並びに市民の文化及び
福祉の向上のため、活動の場の提供を行った。施設の運営については、(株)東急コミュニ
ティーへ委託した。

決算額
　(千円)

市民自治推進室 市民ホール管理事業

市民自治推進室 山田ふれあい文化センター管理事業

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

令和２年度より導入した吹田市公共施設予約・照会シ
ステムを一層有効活用し、キャッシュレス決済の導入等
による施設運営の一層の効率化を進めていくことが課
題である。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

キャッシュレス決済
の導入に向けた検討
を進める。

所管室課 事業名 所管室課 事業名

市民自治推進室 コミュニティセンター管理事業
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□ 有効性

■ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

■ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

4
所管
室課

市民自治推進室 事業名 千里ニュータウンプラザ管理事業（千里市民センター）

事業概要

施策コード 123 施策 コミュニティ活動への支援

管理事業 コミュニティ施設事業 所管部局 市民部

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和４年度

59,437 54,429
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

100.0 100.0 100.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

千里ニュータウンプラザ施設管理

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

（１）吹田市立千里市民センター多目的ルームの利用人数及び利用件数
令和４年度…1,261件・17,985人、令和３年度…1069件・14,304人、令和２年度…777件・8,717
人

PFI契約により建設された千里ニュータウンプラザの管理並びに千里市民センター多目的ルーム
の運営を行った。施設の管理運営については、PFI契約に基づき、吹田南千里PFI(株)が行っ
た。

決算額
　(千円)

54,410

事業概要

コミュニティ協議会助成（内本町・亥の子谷・千里山・千一）

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

（１）内本町協議会助成事業の事業実施件数
令和４年度…587件、令和３年度…314件、令和２年度…31件
（２）亥の子谷協議会助成事業の事業実施件数
令和４年度…456件、令和３年度…315件、令和２年度…325件
（３）千里山協議会助成事業の事業実施件数
令和４年度…415件、令和３年度…174件、令和２年度…29件
（４）千一協議会助成事業の事業実施件数
令和４年度…103件、令和３年度…24件

吹田市立コミュニティセンターの指定管理者である各コミュニティ協議会が行うコミュニティ
醸成事業に係る経費の一部について助成を行った。

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

・管理経費についてはPFI事業のため一定している。施
設の立地等、利用のしやすさから利用者の増加が期待
できる。
・令和２年度より導入した吹田市公共施設予約・照会シ
ステムを一層有効活用し、キャッシュレス決済の導入等
による施設運営の一層の効率化を進めていくことが課
題である。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

キャッシュレス決済
の導入に向けた検討
を進める。

5
所管
室課

市民自治推進室 事業名 コミュニティ協議会助成事業

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

新型コロナウイルス感染症に対する感染防止対策を行
いながら、事業を実施したことで事業実施件数は回復
傾向にあるが、感染対策等で人数制限を行いながら講
座を開催しなければならない状況にあったため、新型コ
ロナウイルス感染症に係る制約を緩和しながら利用者
のニーズに応じた講座を開催し、事業効果を高めていく
ことが課題である。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

施設の利用促進に努
める。

所管
室課

事業名

8,079 9,188 10,058
※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

94.9 100.0 94.5 □
市民ニーズ、
社会的役割

※課題があるものは■

一般財源の
比率（％）

□
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

活動実績 年度 R2 R3 R4
評価の視点

決算額
　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

所管室課 事業名 所管室課 事業名
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